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第２５回女性経営塾 平成２９年１１月２０日(月) 京都視察研修会開催 

伝統を受け継ぎ革新し続けるモノづくりを学ぶ 

全国商工会議所女性会連合会 第１６回女性起業家大賞 
グロース部門 奨励賞受賞 
㈱心結 代表取締役 越田 晴香 さん 

 
越田氏の受賞をうけ、１１月１３日（月）金沢商工会議所議員・評議員  
懇談会にて、表彰等の伝達を行い、安宅会頭からもお祝いが贈呈され 
た。越田氏の受賞コメントは以下の通り。 
 
大切にしている言葉 「しなやかに変化できる人でありたい」 
社会も経済も服装も人間環境も自分の気持ちですら変化しないものは一つもない
と思っています。一瞬一瞬に笑顔が生み出せる最善の方法や新しい試みをして   
いくことで、変化に対応しながら日々 進んでいきたいと思います。 

㈱心結（kokoyui） ℡221-7799 

 

 

 

 

 

 

[事務局]金沢商工会議所 金沢市尾山町９番１３号 ℡076(263)1152 ｋａｉiｎ@kanazawa-cci.or.jp 
 

 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
天保１４年（１８４３年）の創業以来、

着物の帯や緞帳（どんちょう）、カーテ

ンなどインテリア用品を幅広く手掛けて

きた総合織物メーカー、㈱川島織物セ

ルコン（京都市左京区）を２３名が視察

した。 

会員らは、手織機を足と手で操りな

がら、１本ずつ糸を通していく作業工程

や、体育館ほどの場所に広げられた制

作途中の緞帳を前に、伝統的な手織り

の技法について説明を受けたあと、日

本最古の企業博物館とされる併設の織

物文化館を訪れ、貴重な収蔵品を見

学し、伝統を継承するだけでなく、革新

し続ける企業精神を学んだ。 
 
   

 
 

 

 

〈写真説明〉 
上  段：㈱川島織物セルコンショールームにて 
下段左：昼食は創業天正年間、夏目漱石も愛し

たという、山ばな平八茶屋にて、本格的
な懐石料理と名物“麦飯とろろ汁”を堪
能した 

下段右：貴船神社はパワースポットの宝庫。ます
ますパワーアップした会員たち 



   - 2 - 

季節ごとに四季折々の花が咲く 
山ばな平八茶屋回遊式庭園で 
左、斉田氏、右、岡田氏 

 

 

 

 

㈱川島織物

セルコン織物

文化館にて、明

治、大正、昭和、

平成と激動の

時代の多くの

知恵と技術と

知識を見聞き

し、現代に至る

までのテキスタ

イルデザイン、

インテリアデザ 

イン・染物 ・織    

物の工場を見学し、見事なまでのデザインに

心うつろな状態で昼食に突入。これもまた老舗   
 
 
 
 

 

 

今回の研修旅行は京都の㈱川島織物セル

コンと貴船神社参拝でした。６時半に金沢駅を

出発し、バスの中で冨久尾委員長から金沢の

ご当地お菓子のプレゼントを

頂きました。お蔭で、道中楽

しく過ごすことができました。  

㈱川島織物セルコンでは

緞帳を作っている工場見学

や織物文化館を案内して頂

き、糸を染める工程から図柄

に合わせて機を織る作業も見

学しました。素晴らしい作品が、熟練された職

人さんの手作業で仕上がっていく工程に感動

しました。 

さらに、歴史的プロジェクトの資料を拝見し

ながら、エピソードをお聞きし、伝統を受け継

ぎつつ革新し続けるものづくりの企業精神に

改めて商売の基本を学ばせて頂きました。 

中でも「真 善 美」を追い求める精神を伝 

える話は、特に心に残りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真はごまかしを

許さない本物づ

くり 

善は使う人に喜

びと安心感を与

える製品を提供

する信頼づくり 

美は芸術的な

一流品づくり 
 
また、創業者は城端出身で、北陸にもゆか

りが深い方とお聞きし、うれしく思いました。 
昼食は４００年の歴史がある平八茶屋で、紅

葉を見ながら懐石料理をおいしく頂きました。 

その後、縁結びにご利益のある貴船神社を

お参りし、奥の宮まで紅葉を眺めながら清流

沿いを歩きました。 

金沢を出た時は雨でしたが、京都では雨に

も合わず有意義な一日を過ごすことができまし

た。     

㈱日本美装 ℡266-2000 

ならではの一つひとつの料理に舌鼓を打っ

たあと、賀茂川の上流、貴船川沿いの道

を、息を切らし、足を棒にし、歳と戦いなが

ら歩き、貴船神社で参拝。日々の生活に感

謝のお参りができたはず。 

疲れて、ゆらゆらと揺

れるバスの中、眠ること数

分、周りを見れば、皆、仮

眠状態。非日常のすばら

しい１日に、執行部の

皆々様のご苦労に感謝

したいと心から思い、帰

途につきました。 

岡田建築設計研究所   

℡229-3667    

非日常のすばらしい１日に感謝 

岡田建築設計研究所 代表 岡田 裕子 さん 

車中で配布された 
ご当地お菓子 

左から上杉氏、石田氏、日根野氏 

「真善美（まこと）」を追求する精神に感銘 

㈱日本美装 石田 智子 さん 

岡田氏自画像 
約２年前に亡くなった 
愛猫♀とんぼちゃんと 


